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先月の振り返り: 11月のドル円相場は114円前半～112円半ばで推移。前半は米国中間選挙の開票結

果に一喜一憂する場面もあったが、想定内の結果だったことでドル高基調は続いた。その後は日米貿

易問題と米中貿易問題が再度クローズアップされたことや英国のEU離脱問題で欧州不安が台頭したこ

とによりドル高基調が一服することに。さらにイタリアの財政問題が追い打ちをかける形でユーロ安

ドル高となり、ある程度持ち直してきたものの、パウエルFRB議長による利上げ終了の前倒しを示唆

する発言が嫌気され、ドル売りの流れで11月を終えた。ただ月間でみるとドル円変動幅は2円にも満

たなかったことが示すように、欧州通貨の変動幅に比べるとおとなしめだった。
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  英ＧＤＰ改定値

  米ＧＤＰ確定値

　新築住宅販売件数

今後の展開: パウエルFRB議長が前倒しで利上げ終了を示唆したことで、ドル相場が

頭打ちになってきた。元々利上げ期待感からの株高、ドル買いだったこともあり、あ

る程度想定内といえる。ただ、ここにきて欧州不安が台頭してきたことで、マーケッ

トの関心事が欧州通貨に移ってきている。しばらくは欧州情勢に注視しておきたいと

ころだが、米国経済減速懸念もあり、ポジションの取り方が難しい。年末に向けて取

引量が少なくなることから、短期的な動きに対処しつつ、年明けに向けて備えておく

べきだろう。
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